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道又秀悦議員

水
産
行
政

町民にアサリ貝開放を
その方向で対応している

社会教育

町
立
図
書
館
整
備
を
急
げ

第
８
次
計
画
で
早
期
実
現
を
目
指
す

質
問

山
田
湾
全
域
漁
場
の

「
ア
サ
リ
貝
」
資
源
を
保
護
す

る
た
め
、
町
内
漁
協
の
組
合
員

（
家
族
を
含
む
）
以
外
の
入
漁

が
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
次
の
点
を
問
う
。

①
山
田
湾
の
「
ア
サ
リ
貝
」
資

源
の
数
量
の
推
移
は
。

②
漁
業
権
設
定
の
経
緯
は
。

③
潮
干
狩
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
町
民
に
開
放
し
て
は
。

沼
崎
町
長

①
町
内
の
ア
サ
リ
は
、
自
家
消

費
的
な
漁
獲
が
主
で
あ
り
漁

獲
統
計
や
生
息
密
度
に
関
す

る
調
査
資
料
が
な
い
た
め
、

実
態
に
つ
い
て
は
、
分
か
ら

な
い
。

②
漁
業
権
設
定
の
目
的
は
、
誰

で
も
取
り
放
題
の
状
況
に
歯

止
め
を
か
け
て
資
源
を
保
護

し
、
ア
サ
リ
ま
つ
り
用
に
放

流
し
た
ア
サ
リ
を
参
加
者
に

確
実
に
採
取
さ
せ
る
た
め
と

聞
い
て
い
る
。
漁
業
権
管
理

委
員
会
が
漁
業
権
設
定
を
方

向
づ
け
、
平
成
十
五
年
の
通

常
総
会
で
議
決
し
、
九
月
一

日
か
ら
行
使
規
則
が
認
可
さ

れ
た
。

③
漁
業
権
管
理
委
員
会
で
一
般

開
放
を
検
討
中
と
聞
い
て
い

る
。
町
か
ら
も
水
産
懇
話
会

の
場
で
町
民
へ
の
一
般
開
放

を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問

昨
年
五
月
に
地
震
の

被
害
を
受
け
た
町
立
図
書
館
は
、

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
機
能
を
移
転
し
て
の
利
用
で

あ
り
、
町
民
に
不
便
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
ま
た
、

現
在
の
図
書
館
は
静
か
に
読
書

す
る
環
境
に
な
い
と
考
え
る
の

で
次
の
点
を
問
う
。

①
蔵
書
冊
数
は
約
六
万
冊
で
あ

る
が
、
現
在
の
図
書
館
に
陳

列
し
て
あ
る
冊
数
は
い
く
ら

ぐ
ら
い
か
。

②
早
い
時
期
に
図
書
館
整
備
を

進
め
て
ほ
し
い
が
見
通
し
は

ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　

①
冊
数
は
約
一
万
五
千
冊
ぐ
ら

い
で
あ
る
。

②
町
立
図
書
館
は
現
在
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
館
し

て
い
る
が
、
こ
の
現
状
を
長

期
に
続
け
る
こ
と
は
好
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
。

今
後
、
施
設
の
設
置
や
管

理
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
第

八
次
総
合
発
展
計
画
の
早
い

時
期
に
町
立
図
書
館
の
実
現

を
目
指
し
て
、
検
討
し
て
い

く
。

春の恒例行事となっている「やまだアサ
リまつり」。今年は町内外から8,300人の
家族連れで賑わいました。（織笠川河口）

昨年の三陸南地震被害によ
りコミュニティセンターに
移転した町立図書館


